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厚生労働省が、「2005年 社会医療診療行為別調査」を公
表したことを受けて、「骨太の方針2006」に至るまでの過程
で、同省が示した、医療費の将来推計が妥当であったのか
を改めて検証した。
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医療制度改革そして、骨太2006に至る議論は、厚生労働省の
国民医療費推計「2025年65兆円」をベースにしたものであった。

医療給付費（一部負担金を除く）

2006年度 2015年度 2025年度

改革案 27.5兆円 37兆円

40兆円

48兆円

改革前 28.5兆円 56兆円

国民医療費（一部負担金を含む）

改革前 33.8兆円 47兆円 65兆円

前提条件

１人当たり医療費の伸び 一般2.1％、高齢者3.2％
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厚生労働省は1995年から1999年までの医療費をもとに将来
推計を行った。一方、日本医師会・日医総研は、直近の伸び率
（１人当たり医療費の伸び一般1.4％、高齢者1.3％）をもとに、
「2025年49兆円」と推計した。

【最近の医療費の動向（保険給付医療費）】

2001 2002 2003 2004 2005*

（H13） （H14） （H15） （H16） （H17） 2002を除く

１人当たり医 一般 被用者 2.0% -1.2% -1.3% 1.1% 2.9% 1.2%
療費の対前年 国保 1.4% -2.3% 1.7% 0.7% 2.9% 1.7%
同月比 高齢者 1.2% -3.6% 0.9% 0.4% 2.7% 1.3%
＊ 2005年度の伸び率は、4月～9月の集計値によるもの ▲

被用者本人３割負担

1995 1996 1997 1998 1999
（H7） （H8） （H9） （H10） （H11）

１人当たり医 一般 被用者本人 1.8% 3.3% -3.0% -2.8% 0.2% -0.1%
療費の対前年 被用者家族 2.4% 5.3% 0.0% 2.9% 0.4% 2.2%
同月比 国保 4.0% 4.0% 0.8% 1.8% 1.3% 2.4%

高齢者 4.4% 4.6% 0.9% 1.5% 4.0% 3.1%
▲

被用者本人２割負担

平均

平均

1.4%
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厚生労働省の推計値は、医療費総額では、年平均3～4％伸び
になる。これに対して日本医師会・日医総研の推計は、年平均
2％台としている。
【社会医療診療行為別調査】

2001（H13） 2002（H14） 2003（H15） 2004（H16） 2005（H17）
入院 総点数 70,850,813 71,086,215 72,602,336 72,298,514 76,137,477

総日数 34,326 33,895 33,331 33,359 33,807
１日当たり点数 2,064.1 2,097.2 2,178.2 2,167.3 2,252.1

入院外 総点数 88,708,023 83,928,461 83,215,465 83,922,640 84,751,626
総日数 139,962 133,330 131,037 123,301 124,843
１日当たり点数 633.8 629.5 635.1 680.6 678.9

総数 総点数 159,558,836 155,014,676 155,817,801 156,221,154 160,889,103
総日数 174,288 167,226 164,369 156,660 158,650
１日当たり点数 915.5 927.0 948.0 997.2 1,014.1

前年比

2001（H13） 2002（H14） 2003（H15） 2004（H16） 2005（H17） 平均
2002年、2004年
を除く平均

入院 総点数 0.33% 2.13% -0.42% 5.31% 1.84% 3.72%
総日数 -1.25% -1.66% 0.08% 1.34% -0.37% -0.16%
１日当たり点数 1.61% 3.86% -0.50% 3.92% 2.22% 3.89%

入院外 総点数 -5.39% -0.85% 0.85% 0.99% -1.10% 0.07%
総日数 -4.74% -1.72% -5.90% 1.25% -2.78% -0.23%
１日当たり点数 -0.68% 0.89% 7.18% -0.26% 1.78% 0.31%

総数 総点数 -2.85% 0.52% 0.26% 2.99% 0.23% 1.75%
総日数 -4.05% -1.71% -4.69% 1.27% -2.30% -0.22%
１日当たり点数 1.26% 2.27% 5.19% 1.70% 2.60% 1.98%

しかし、2005年の総点数の伸びは、2.99％。過去4年間の伸びの平均は0.23％
となっており、診療報酬改定年の2002年、2004年を除いて平均をとった場合も、
1.75％でしかない。
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